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令和元年第８回熊野町議会定例会

会議録（第２号）

１．招集年月日 令和元年１２月１０日

２．招集の場所 熊野町議会議場

３．開議年月日 令和元年１２月１１日

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席議員（１６名）

１番 水 原 耕 一 ２番 福垣内 邦 治

３番 光 本 一 也 ４番 中 島 数 宜

５番 尺 田 耕 平 ６番 竹 爪 憲 吾

７番 諏訪本 光 ８番 沖 田 ゆかり

９番 片 川 学 １０番 時 光 良 造

１１番 民 法 正 則 １２番 荒 瀧 穂 積

１３番 山 吹 富 邦 １４番 山 野 千佳子

１５番 中 原 裕 侑 １６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席委員（０名）

な し

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 内 田 充

教 育 長 林 保

総 務 部 長 宗 條 勲

危 機 管 理 監 貞 永 治 夫

民 生 部 長 時 光 良 弘

建 設 部 長 沖 田 浩

教 育 部 長 横 山 大 治

建設部技術担当部長 林 武 史
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総 務 部 次 長 堀 野 辰 夫

民 生 部 次 長 西 岡 隆 司

建 設 部 次 長 堂 森 憲 治

建設部技術次長 桑 垣 誠

教 育 部 次 長 隼 田 雅 治

財 務 課 長 桐 木 和 義

危 機 管 理 課 長 花 岡 秀 城

地 域 振 興 課 長 西 川 伸一郎

税 務 課 長 須 賀 雅 彦

高齢者支援課長 西 村 ゆ り

住 民 課 長 立 花 太 郎

子育て・健康推進課長 佛 圓 至 裕

生 活 環 境 課 長 宗 像 雅 充

都 市 整 備 課 長 福 嶋 春 樹

上 下 水 道 課 長 寺垣内 栄 作

生 涯 学 習 課 長 榎 並 正 和

会 計 課 長 穂 坂 俊 彦

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．本会議に職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 西 村 隆 雄

議会事務局書記 永 谷 望

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．議 事 日 程（第２号）

開 会 宣 告

日程第 １ 議案第６１号 熊野町いのちをつなぐ手話言語条例案について

日程第 ２ 議案第６２号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行

に伴う関係条例の整備に関する条例案について

日程第 ３ 議案第６３号 熊野町表彰条例等の一部を改正する条例案について

日程第 ４ 議案第６４号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案について

日程第 ５ 議案第６５号 議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正
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する条例案について

日程第 ６ 議案第６６号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の

一部を改正する条例案について

日程第 ７ 議案第６７号 熊野町道路占用料に関する条例の一部を改正する条例案に

ついて

日程第 ８ 議案第６８号 令和元年度熊野町一般会計補正予算（第４号）について

日程第 ９ 議案第６９号 令和元年度熊野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

２号）について

日程第１０ 議案第７０号 令和元年度熊野町公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）について

日程第１１ 議案第７１号 令和元年度熊野町介護保険特別会計補正予算（第３号）に

ついて

日程第１２ 議案第７２号 令和元年度熊野町上水道事業会計補正予算（第２号）につ

いて

追加日程第1 発議第 ３号 審議の停止について

日程第１３ 発議第 ２号 熊野町議会議員定数条例の一部を改正する条例案について

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

９．議事の内容

（開会 ９時３０分）

○議長（大瀬戸） ただいまの出席議員は１６名です。定足数に達していますので、きの

うに引き続き、会議を再開します。

本日の議事日程はお手元に配付したとおりです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） これより日程第１、議案第６１号、熊野町いのちをつなぐ手話言語条

例案についてを議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 議案第６１号、熊野町いのちをつなぐ手話言語条例案につきまして、提

案理由を御説明申し上げます。

本条例案は、ろう者の方にとって手話が大切な意思疎通のための言語であることを定
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め、手話に対する理解と普及を目的としております。第５期障害者保健福祉計画の基

本理念であります「お互いに尊重し合いながら、だれもが自立し健やかに暮らせるま

ちづくり」に基づき制定するもので、障害者福祉の推進に寄与するものと考えており

ます。

詳細につきましては、民生部次長から説明をさせます。

御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 西岡民生部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部次長（西岡） 議案第６１号、熊野町いのちをつなぐ手話言語条例案の詳細につ

いて御説明申し上げます。

資料１をごらんください。

まず、本条例案の提出経緯でございます。平成３０年３月、令和元年５月に、広島県

ろうあ連盟及び手話サークル会員から、町長に対し、手話言語条例の制定について要

望があり、本年６月から条例制定に向けた勉強会を３回開催いたしました。１０月に、

熊野町いのちをつなぐ手話言語条例案を作成し、１１月の熊野町地域自立支援協議会

で条例案の内容につきまして同意をいただいております。

また、条例の名称でございますが、手話は、ろう者にとって物事を考え、コミュニケ

ーションを図る言語として欠かせないものであります。手話への理解、普及は、ろう

者と聞こえる人が共生していく上で不可欠であり、ろう者にとって、いのちをつなぐ

文化といっても過言ではありません。この趣旨に沿って、条例案の名称を「熊野町い

のちをつなぐ手話言語条例」としております。

続きまして、３の条例案の構成についてです。

まず、条例の前文で、手話を言語として位置づけ、ろう者を含む全ての町民が、お互

いに尊重し、誰もが自立し健やかに暮らせる優しいまちづくりを目指すことを明記し

ております。

第１条以下で、目的、基本理念、町の責務を明記し、町民の役割、町内事業者の責務

を努力義務として載せております。

第６条では、施策の推進方針として、町が策定することを義務づけ、その推進方針に

掲げる事項を列記しております。
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次に、４の条例制定自治体でございますが、全国で２８５自治体、広島県内では、廿

日市市、福山市、東広島市の３市が条例を制定されております。

最後に、この条例の施行期日でございますが、公布の日から施行することとします。

説明は以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 以上で、提案理由の説明を終わります。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。光本議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○３番（光本） 私は、６月議会の一般質問におきまして、この手話言語条例の早期制定

を町長に求めました。町長はそのとき、１２月議会での条例案提出に向けて取り組む

と答弁をいただきました。町長には、本日の条例案上程、まずもってお礼を申し上げ

ます。

条例案のタイトル、名称の頭に「いのちをつなぐ」という言葉がつけられております。

条例案の中身を見ますと、前文第１条の目的、第２条の基本理念において、手話が言

語であるという認識に基づき、手話への理解と普及に関し、総合的かつ計画的に推進

をしていく。そして、ろう者を含む全ての町民がお互いに尊重し合いながら、誰もが

自立し健やかに暮らせるまちづくりを目指すというように規定をされております。大

変すばらしい内容であるという思いがいたします。

ただいまの説明でもありましたが、条例制定に当たり、県のろうあ連盟、手話サーク

ルの方々との勉強会を何度も行われたということですが、この点について、内容など

を詳しくもう少しお聞かせいただければと思います。

そして、もう１点、今後の取り組みとしまして、現時点で結構ですから、考えておら

れることをお聞かせいただければと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 西岡民生部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部次長（西岡） 本条例の制定に向けて、広島県ろうあ連盟、手話サークル会員の

方、あと町内在住の手話通訳者、聴覚障害者の方とともに、６月から８月にかけまし

て３回の勉強会を行いました。この勉強会におきましては、手話への理解、普及を図

るために、手話についての歴史、ろう者にとって手話とは何かを考え、また他市町の
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条例の研究を行いまして、条例に盛り込むべき内容、あと条例の名称について検討を

重ねてまいりました。

あと続きまして、町の条例制定後の施策、計画、取り組みについてでございますが、

まず手話への理解普及を図るために、広報紙におきまして手話の紹介記事を掲載し、

あとくまの・こども夢プラザにおきまして、歌に合わせて手話による振りつけ体験を

行い、事業者に対しましてはリーフレットを作成しまして、商工会を通じて配布を予

定しております。あと、聴覚障害者の方が来庁された際に、コミュニケーション手段

といたしまして、タブレットを活用して遠隔手話通訳サービスの導入を計画しており

ます。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 光本議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○３番（光本） どうもありがとうございました。

この条例なんですが、第３次安倍内閣が進める一億総活躍社会の実現という国の方向

性とも一致をしております。条例は言うまでもなく、つくることが目的ではございま

せん。ただいまの説明にありましたように、これから普及に向けてしっかりと取り組

んでいただきたいというように思います。町執行部には、今後とも県ろうあ連盟、手

話サークルの皆さんたちと連携を密にされ進めていただくことを強くお願いいたしま

す。どうもありがとうございました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 答弁はよろしいですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○３番（光本） いいです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 諏訪本議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○７番（諏訪本） 質問が重複したんですけども、私は、今出ましたように、特に今後の

取り組みについてより実効性のあるといいますか、より効果の、成果のあるものにし

ていただきたいというように思っております。その内容を聞きたかったんですが、今
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光本議員のほうから聞かれましたので省略します。より実効性がある、そしてより継

続性のあるものにしていただきたいというように思います。よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかにありませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） ないようですので、これをもって質疑を終結します。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「討論なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって討論を終結します。

これより議案第６１号について採決します。

本案については原案のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） 異議なしと認めます。

よって、議案第６１号については原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） これより日程第２、議案第６２号、地方公務員法及び地方自治法の一

部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例案についてを議題としま

す。

提案者から提案理由の説明を求めます。町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 議案第６２号、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施

行に伴う関係条例の整備に関する条例案につきまして、提案理由を御説明申し上げま

す。

本条例案につきましては、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律が令和

２年４月１日に施行されることに伴い、会計年度任用職員に関する規定を整備すると

ともに、特別職及び臨時職員の任用につきまして所要の改正を一括で行うものでござ

います。

詳細につきましては、総務部次長から説明をさせます。

御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○議長（大瀬戸） 堀野総務部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部次長（堀野） 議案第６２号、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例案の詳細につきまして御説明申し上げま

す。

お手元にお配りしております資料の３ページ、資料２をごらんください。

初めに、１、制定の理由でございますが、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正

する法律の施行により、会計年度任用職員制度が新たに導入され、特別職非常勤職員

及び職員の臨時的任用が厳格化されることから、法改正の趣旨を踏まえた所要の改正

を行うものでございます。

次に、２、改正の内容をごらんください。

まず、第１条、熊野町職員定数条例の一部改正でございますが、臨時的任用職員の任

用に厳格な制限が設けられ、緊急の場合に臨時職員を任用する場合には定数条例の対

象となることから、臨時的任用職員の一部を定数条例に含めるよう改正を行うもので

ございます。

続きまして、第２条、職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部改正と、

第３条、職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部改正でございますが、会計年

度任用職員には、一般職員同様に地方公務員法の分限及び懲戒の規定が適用されるこ

とから、休職期間の範囲や減給の効果について、所要の改正を行うものでございます。

次に、第４条、公益法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正でございますが、

今回の法改正に伴い、引用部分における項のずれが生じたことなどから、規定の整理

を行うものでございます。

続きまして、第５条、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正でございます

が、会計年度任用職員の勤務時間、休暇等につきましては、規則により任命権者が定

めるよう規定するものでございます。

続きまして、第６条、職員の育児休業等に関する条例の一部改正でございますが、会

計年度任用職員の育児休業中の勤勉手当及び育児休業後の号給の調整につきましては、

適用除外とするよう所要の改正を行うものでございます。

続きまして、第７条、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部改正でございますが、特別職非常勤職員につきましては、地方公務員法の改正
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に伴い委嘱条件が厳格化されることから、特別職として委嘱できなくなる次の職につ

いて削除するものでございます。

続きまして、第８条、職員の給与に関する条例の一部改正でございますが、会計年度

任用職員の給与につきましては、別に令和元年９月定例議会で議決いただきましたパ

ートタイム会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例により定めることを規

定するものでございます。

最後に、３、施行期日でございますが、令和２年４月１日でございます。

説明は、以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 以上で、提案理由の説明を終わります。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。沖田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○８番（沖田） 職員の懲戒処分に対する減給の効果について定めるという条例があるん

ですけれども、懲戒処分に該当する具体例をお伺いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 堀野総務部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部次長（堀野） 職員の懲戒の具体例ということですけども、信用失墜とか、そう

いうふうな住民さんにとって不利益なことをするとかといったことになると思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 沖田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○８番（沖田） もう少し町民の方にわかりやすく説明していただきたいんですけども、

よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 宗條総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） 懲戒処分の具体的な内容といたしましては、処分としては免職、停

職、減給または戒告という内容になっております。具体例で申しますと、例えば免職
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となる場合は、公金横領、放火、殺人、飲酒運転による死傷事故、例えば麻薬の所持

と、そういった場合には免職とするということを町の懲戒処分指針のほうで定めてお

ります。それ以外に停職となる場合であるとか、減給、戒告となる場合についても、

細かに要件を定めて処分を行うということになってございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 沖田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○８番（沖田） それでは、第８条の職員の給与に関する条例の一部改正についてなんで

すが、このパートタイム会計年度任用職員の給与、費用弁償に関する条例ということ

につきまして、９月議会でも賞与を支払うことができる者とするということがござい

ましたが、これについての財源はどのように考えているのか、お伺いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 宗條総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） 一般財源でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 沖田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○８番（沖田） 一般財源ということなんですけれども、これは今まで予算を組んでいな

かった財源でございますのでもう少し詳しくお伺いしたいんですが、よろしくお願い

します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 宗條総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） 今までそういった期末手当について支給していなかったということ

で、議員がおっしゃられるように、新たに支出が生じてくるということになってまい

ります。これにつきましては、今、国のほうでも地方交付税の算定に当たって、基準

財政需要額の中にそういった特別な出費部分について手当をするということが議論さ

れておりますので、基本的には地方交付税の一般財源部分ということになりますので、
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そういった財源を充てる。また不足するというような場合においては、やはり全体の

予算ということでございますので、それぞれの予算の編成において創意工夫をしなが

ら財源を捻出していくということになろうかと思っております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） よろしいですか。ほかにございませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） それでは、これをもって質疑を終結します。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「討論なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって討論を終結します。

これより議案第６２号について採決します。

本案については、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） 異議なしと認めます。

よって、議案第６２号については原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） これより日程第３、議案第６３号、熊野町表彰条例等の一部を改正す

る条例案についてを議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 議案第６３号、熊野町表彰条例等の一部を改正する条例案につきまして、

提案理由を御説明申し上げます。

本条例案につきましては、令和元年６月に公布された成年被後見人等の権利の制限に

係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴い、成年被

後見人等であることを理由に職種や資格等から一律に成年被後見人等が除外されるこ

とのないよう、町の条例における、成年被後見人等に係る欠格条項その他の権利の制

限に係る規定の改正を行うものでございます。

御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○議長（大瀬戸） 以上で、提案理由の説明を終わります。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） ないようですので、これをもって質疑を終結します。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「討論なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって討論を終結します。

これより議案第６３号について採決します。

本案については、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） 異議なしと認めます。

よって、議案第６３号については原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） これより日程第４、議案第６４号、職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例案についてを議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 議案第６４号、職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案につき

まして、提案理由を御説明申し上げます。

本条例案につきましては、労働基本権制約の代償措置である人事院や広島県人事委員

会等の勧告に基づき、職員の給料、勤勉手当及び住居手当について、所要の改正を行

うものでございます。

詳細につきましては、総務部次長から説明をさせます。

御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 堀野総務部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部次長（堀野） 議案第６４号、職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案

の詳細につきまして御説明申し上げます。

お手元にお配りしております資料の１９ページ、資料４をごらんください。
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初めに、１、改正の趣旨でございます。提案説明にございましたとおり、このたびの

条例案は、人事院や広島県人事委員会等の勧告、また地方公務員の給与改定に対する

国からの要請を踏まえ、給料及び勤勉手当の改定並びに住居手当の見直しについて、

関係規定の改正を行うものでございます。

それでは、個別の改正内容につきまして御説明申し上げます。

２、改正内容をごらんください。

まず、（１）給料でございますが、平成３１年４月分の給与において、公務が民間を

下回っていたことから、初任給や３０歳台半ばまでの職員が在職する階層で給料表の

引き上げを行います。この改正による給料表の引き上げ幅はおおむね０.１％となりま

す。

次に、（２）勤勉手当でございますが、民間の特別給との均衡を図るため、令和元年

１２月分の支給月数を、０.９２５カ月から０.９７５カ月へ、０.０５カ月の引き上げ

を行います。

なお、（３）勤勉手当につきましては、令和２年度以降について、引き上げ分の０.

０５カ月を６月分及び１２月分に均等に配分する内容ですので、資料の表にもござい

ますように、勤勉手当の年間支給月数に変更はございません。

最後に、（４）住居手当につきましては、民間の状況等を踏まえ、支給対象となる家

賃額の下限を４,０００円引き上げ、手当額の上限を１,０００円の引き上げ、家賃か

ら控除する基礎控除額を４,０００円引き上げを行います。

なお、改正により手当額が２,０００円を超える減額となる職員については、令和３

年３月３１日までの間、改正前の手当額から２,０００円を控除した額を手当額とする

経過措置を設けます。

これらの改正による影響額につきましては、裏面の３、影響額に記載しておりますよ

うに、給料が約１１０万円、勤勉手当が約２５８万円の増額となります。

なお、給料の引き上げ改定に伴うはね返りとして、連動して算定される地域手当、時

間外勤務手当等の各種職員手当につきましても約３０万円、広島県市町村職員共済組

合に対する共済費につきましても約５３万円の増額となります。また、住居手当の見

直しに係る影響額といたしましては、右側の表に記載しておりますように、現在の受

給者で試算した場合、令和２年度で年額約４１万円の減額となります。

４、施行年月日につきましては、給料に係る改正内容は平成３１年４月１日に、勤勉
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手当に係る改正内容は令和元年１２月１日に遡及して適用し、令和２年度の勤勉手当

及び住居手当の見直しに関する改正内容は令和２年４月１日から施行いたします。

説明は、以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 以上で、提案理由の説明を終わります。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって質疑を終結します。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「討論なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって討論を終結します。

これより議案第６４号について採決します。

本案については、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） 異議なしと認めます。

よって、議案第６４号については原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） これより日程第５、議案第６５号、議会の議員報酬及び費用弁償等に

関する条例の一部を改正する条例案についてを議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 議案第６５号、議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改

正する条例案につきまして、提案理由を御説明申し上げます。

本条例案につきましては、人事院勧告に基づく特別職の国家公務員の改定内容に準じ、

年間の期末手当を０.０５カ月分引き上げるものでございます。この改正により、年間

の総支給月数は３.４カ月となり、議員１人当たり年間で約１万６,０００円の増額と

なります。

御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 以上で、提案理由の説明を終わります。
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これより質疑を行います。質疑はありませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって質疑を終結します。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「討論なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって討論を終結します。

これより議案第６５号について採決します。

本案については、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） 異議なしと認めます。

よって、議案第６５号については原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） これより日程第６、議案第６６号、特別職の職員で常勤のものの給与

及び旅費に関する条例の一部を改正する条例案についてを議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 議案第６６号、特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例

の一部を改正する条例案につきまして、提案理由を御説明申し上げます。

本条例案につきましては、人事院勧告に基づく国の改定内容に準じ、期末手当の支給

月数を改正するものでございます。内容につきましては、年間の期末手当について０.

０５カ月分の引き上げを行い、総支給月数は一般職と同様、年間で４.５カ月となりま

す。影響額といたしましては、年間で約１２万９,０００円の増額となります。

御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 以上で、提案理由の説明を終わります。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって質疑を終結します。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「討論なし」の声あり）
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○議長（大瀬戸） これをもって討論を終結します。

これより議案第６６号について採決します。

本案については、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） 異議なしと認めます。

よって、議案第６６号については原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） これより日程第７、議案第６７号、熊野町道路占用料に関する条例の

一部を改正する条例案についてを議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 議案第６７号、熊野町道路占用料に関する条例の一部を改正する条例案

につきまして、提案理由を御説明申し上げます。

本条例案につきましては、条文内の消費税に関する税率が未改定であったため、この

税率を現行の消費税率に改め、改正消費税法の施行日である令和元年１０月１日に遡

及し、適用するものでございます。また、道路法施行令の改正に伴い、これとの整合

を図るため、道路占用料の改定を行うものでございます。

詳細につきましては、建設部技術次長から説明をさせます。

御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 桑垣建設部技術次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部技術次長（桑垣） 議案第６７号、熊野町道路占用料に関する条例の一部を改正

する条例案の詳細につきまして御説明申し上げます。

資料の３５ページ、資料７、新旧対照表をごらんください。

まず、第２条第２項の１カ月に満たない期間の道路占用料については、消費税の課税

対象となっておりますが、この条文内の消費税に関する税率が未改正であったため、

この税率を現行の消費税率に改め、適用日を消費税率が改定された令和元年１０月１

日に遡及するものでございます。

次に、道路占用料の改定について御説明いたします。
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下段の別表をごらんください。

このたび、国が道路占用料の算定の基礎となる地価水準、及び地価に対する賃料の水

準の変動等を反映させるため、国道の占用料の単価を見直し、道路法施行令が改正さ

れました。これに伴い、町の道路占用料も国に準じて改定するものでございます。

主な内容といたしましては、電柱については、第１種電柱１本につきこれまで年額４

４０円でしたが、改正後は５１０円に、第２種は６８０円を７９０円に、第３種は９

２０円を１,１００円に改正いたします。その他、表のとおりの改正となっております。

なお、こちらの施行日は道路法施行令と同様に令和２年４月１日でございます。

説明は、以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって質疑を終結します。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「討論なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって討論を終結します。

これより議案第６７号について採決します。

本案については、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） 異議なしと認めます。

よって、議案第６７号については原案のとおり可決されました。

暫時休憩します。

再開は１０時２５分とします。

（休憩１０時１１分）

（再開１０時２５分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 休憩前に引き続き、会議を再開します。

これより日程第８、議案第６８号、令和元年度熊野町一般会計補正予算（第４号）に

ついてを議題とします。
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提案者から提案理由の説明を求めます。町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 議案第６８号につきまして御説明申し上げます｡

令和元年度熊野町一般会計補正予算（第４号）案につきましては、既定の歳入歳出予

算の総額に、それぞれ１億５２９万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１０

２億７,０１９万円とするものでございます。

一般会計補正予算案の詳細につきましては副町長から説明をさせます。

御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 内田副町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副町長（内田） 議案第６８号、令和元年度熊野町一般会計補正予算（第４号）案につ

いて、その主な内容を説明させていただきます。

歳入でございますが、まず議案書の１２ページのほうをお開きください。

第９款・地方特例交付金の、第２項・子ども・子育て支援臨時交付金、第１目・子ど

も・子育て支援臨時交付金では、幼児教育の無償化のため、消費税率１０％への引き

上げによる増収分を財源としていましたが、令和元年度は消費税率引き上げに伴う地

方の増収がわずかであることから、今年度に限り、地方負担分を措置するため、子ど

も・子育て支援臨時交付金が創設され、３,０７７万１,０００円が交付されるもので

ございます。

第１２款・分担金及び負担金、第１項・負担金では、第１目・民生費負担金において、

幼児教育・保育無償化による保育所利用料の廃止により２,２７５万９,０００円を減

額しております。

第１４款・国庫支出金、第１項・国庫負担金では、第１目・民生費負担金において、

児童扶養手当の法改正により支払い回数が年３回から６回に分散されて支払われるこ

とになったことに伴い、児童扶養手当給付費国庫負担金５００万円の増額、幼児教

育・保育無償化に伴う国負担部分として、子どものための教育・保育給付費国庫負担

金２,２４６万１,０００円を増額、同じく幼児教育・保育無償化に伴う国負担部分で

ございますが、新制度未移行幼稚園に対する措置分として、施設等利用費給付交付金

８７１万１,０００円を増額しております。
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１４ページをお開きください。

第２項・国庫補助金、第１目・総務費補助金において、補助金の交付決定により、社

会保障・税番号制度システム整備費補助金２３９万１,０００円を増額、第５目・教育

費補助金では、幼児教育・保育無償化に伴う幼稚園就園奨励費の廃止による、私立幼

稚園就園奨励費補助金３３３万３,０００円を減額、第８目・消防費補助金では、補助

金額の確定により、土砂災害対策事業補助金８５０万円を増額しております。

第１５款・県支出金、第１項・県負担金、第１目・民生費負担金、第２節・児童福祉

負担金の施設等利用費給付交付金は、幼児教育・保育無償化に伴う県負担部分ですが、

新制度未移行幼稚園に対する措置分として、施設等利用費交付金４３５万５,０００円

を増額しております。

第２項・県補助金、第１目・民生費補助金において、事業費減額に伴う、地域支え合

いセンター設置・運営事業補助金１４０万３,０００円を減額しております。

１６ページをお開きください。

第２目・衛生費補助金、第１節・環境衛生費補助金において、事業費の確定により、

災害廃棄物処理計画策定業務に係る地域廃棄物対策支援事業補助金１０２万４,０００

円を減額しております。

第１８款・繰入金、第２項・基金繰入金では、第１目・財政調整基金繰入金において、

歳入歳出見込みに基づき収支均衡を図るため３,７５８万９,０００円を増額、第３

目・筆の里づくり基金繰入金において、広島駅ビルアッセ５階で運営をしている熊野

筆セレクトショップを新たにホテルグランビア広島へ移転するための財源として、１,

０７０万７,０００円を増額しております。

１８ページをお開きください。

第２０款・諸収入、第５項・雑入、第１目・雑入において、事業不採択により、地域

防災組織育成助成金１００万円を減額しております。

第２１款・町債、第１項・町債、第５目・教育債では、町民会館の施設整備に係る地

方債の組み替えをするもので、防災基盤整備事業に係る防災対策事業債１,１７０万円

を減額し、緊急防災・減災事業債に１,４５０万円を増額し、全体で２１０万円を増額

するものでございます。なお、これに伴い、６ページの第２表・地方債補正において、

地方債限度額を修正しております。

次に、歳出について主な内容を説明いたします。
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２０ページをお開きください。

歳出につきましては、人事異動や人事院勧告等を踏まえた人件費の調整のほか、過年

度の国及び県の補助金・負担金の精算による返還金、財源更正などを計上しておりま

す。これらを除く各事業の主な内容について御説明いたします。

第２款・総務費、第１項・総務管理費、第１目・一般管理費では、一般管理事業にお

いて、下水道及び介護保険訴訟に係る弁護士費用として２１８万２,０００円を増額す

るものでございます。

２２ページをお開きください。

第４目・筆の里工房費では、広島駅ビルアッセからホテルグランビア広島へ熊野筆情

報発信拠点の移設整備のため１,６０５万１,０００円の事業費増額のほか、既存事業

の事業費確定等による減額７５４万２,０００円によって、差し引き８５０万９,００

０円を増額するものでございます。

２４ページをお開きください。成年後見人の対象者増及び手話通訳者派遣の利用増に

より８４万８,０００円を増額、３０ページをお開きください。第１１目・豪雨災害対

応費では、地域支え合いセンター事業の事業費の一部が補助対象外となったことから、

１４０万３,０００円を減額するものでございます。

３２ページをお開きください。

第３項・児童福祉費、第２目・児童措置費におきまして、次のページをお開きくださ

い。児童扶養手当給付事業において、児童扶養手当の法改正による支払い回数の見直

しにより３カ月分の支給額１,５００万円を増額、児童福祉施設入所委託事業において、

母子自立支援施設入所委託料の単価の改定等により１２０万円を増額、第３目・保育

所費では、幼稚園就園奨励費から無償化へ移行した経費のうち、保護者負担金分の経

費１,７４２万２,０００円を増額するものでございます。

３６ページをお開きください。

第４款・衛生費、第１項・保健衛生費、第３目・母子保健費において、未熟児養育の

対象者増加に係る医療費１３５万８,０００円の増額、不妊治療の実施者増加に係る治

療費等助成金９６万６,０００円を増額するものでございます。

３８ページをお開きください。

第２項・清掃費、第１目・清掃総務費では、事業費確定により２０４万９,０００円

を減額、第２目・塵芥処理費におきましても、事業費確定により６００万７,０００円
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を減額するものでございます。

４０ページをお開きください。

第５款・農林水産業費、第１項・農業費、第４目・農地費では、呉地大池の堤防本体

部分の診断調査や、里道・水路の緊急性の高い箇所の補修工事として、３００万円を

増額するものでございます。

４４ページをお開きください。

第７款・土木費、第２項・道路橋梁費、第１目・道路橋梁総務費では、県道矢野安浦

線等の県営事業に係る県への負担金４４１万３,０００円を増額、第３目・道路新設改

良費では、町道深原公園線・鞘ノ河内工区において、道路改良に必要な経費の増額及

び事業確定部分の減額を差し引き２３２万５,０００円を増額するものでございます。

４６ページをお開きください。

第４項・都市計画費におきまして、第２目・公園費では、筆の里工房周辺整備工事に

係る費用として６００万円を増額するものでございます。

４８ページをお開きください。

第８款・消防費の第１項・消防費におきまして、第２目・非常備消防費では、助成金

の不採択により、消防団用の消耗品１３７万４,０００円を減額するものでございます。

５０ページをお開きください。

中ほどの部分ですが、第９款・教育費、第５項・幼稚園費、第１目・幼稚園費では、

幼児教育・保育無償化に伴う幼稚園就園奨励費補助金制度の廃止により、１,０００万

円を減額するものでございます。

５２ページをお開きください。

第６項・社会教育費におきまして、第２目・町民会館費では、エレベーター修理等の

施設修繕事業費確定により１０１万８,０００円を減額するものでございます。

５４ページをお開きください。

第７項・保健体育費におきましても、第１目・保健体育総務費では、町民体育大会の

中止等の事業費確定により１４９万４,０００円を減額するものでございます。

最後に６ページまでお戻りいただきたいと思います。６ページのほうをお開きくださ

い。

第２表の地方債補正ですが、１番目の緊急防災・減災事業債１,４５０万円の追加及

び、３番目の防災対策事業債１,１７０万円の廃止につきましては、町民会館の施設整
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備に係る地方債の組み替えによるものでございます。２番目の公共事業等債・道路事

業につきましては、補助金の確定により、限度額を４,２８０万円から４,２１０万円

に変更するものでございます。

説明は、以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。沖田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○８番（沖田） ３５ページ、児童扶養手当給付事業、児童扶養手当１,５００万円です

けれども、この事業は母子家庭のお母さんたちから、年に３回４カ月分の支給をされ

るよりも細かく分けて支給していただきたいという要望を受けて公明党が推進したも

のでございます。今回の１,５００万円というのは、３回分が６回になったということ

で、来年度支給されるものが今年度に支給することになったための予算措置と思って

よろしいでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 佛圓子育て・健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） そうですね、ひとり親家庭のほうに支給する児童扶養

手当、こちらについては本改正に基づいて３回が６回ということで変更です。増額の

理由ということですが、本年１２月分から令和２年３月分まで、この４カ月分につい

ては、これまでですと翌年度４月に翌年度の会計で支払いをしておりました。それが

今回２カ月ごとの支給となりましたので、１２月、１月、２月、この３カ月分を今年

度の会計として前倒して支給することになりましたので、今回増額をお願いするもの

です。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 沖田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○８番（沖田） ありがとうございます。

ちなみに児童扶養手当の対象者は現在どのぐらいいらっしゃるのでしょうか。また、
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ここ近年、対象者がふえているのかどうか、お伺いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 佛圓子育て・健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） 児童扶養手当対象者ということですが、現在は約１７

０人ということで、この数ですけど、過去の平成２７年の数が２１０人ということに

なっておりましたので、少しずつですが減少の傾向にあります。対象者のほうは若干

少なくなっているということです。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 沖田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○８番（沖田） それでは、３７ページ、母子保健事業なんですけれども、この未熟児養

育医療費と不妊治療費等の助成金ということで、この対象者がふえているようなんで

すけれども、それについて調査を行われているようでしたらお伺いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 佛圓子育て・健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） 未熟児医療の件数なんですが、例年５件程度というこ

とで、それをもとに予算のほうを見込んでおりました。今年度に入りまして申請のほ

うがちょっと急にふえまして、見込みでは９件の申請になる予定ということで、今回、

増額のほうをお願いしたものです。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） ２２ページでございます。筆の里工房費、アッセのことですね。熊野

筆情報発信拠点事業でございます。これをもう少し詳しく御説明いただけませんでし

ょうか。今後の見通しも踏まえて。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○議長（大瀬戸） 西川地域振興課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○地域振興課長（西川） 今後の見通しということでございますが、今からこの補正の議

決を受けまして、工事等、店舗の準備等に入らせていただく。また、販促のものにつ

いて等の準備を今後させていただいたり、一応予定としては３月２０日に開店を予定

しているということですが、それに向けてのそういった準備をさせていただくことと

しております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 一般質問にも出ておりましたが、熊野というのは、筆の生産は上手だ

ったんです。販売は行商でございました。最近は、インバウンドを含めて販売力が非

常に問われております。プライスリーダーは販売力のほうでございます。そういう意

味では、この施設は随分大事でございます。情報発信して、あわせてそれを販売に結

びつけると。で、ファンづくりが必要だと思うんですが、実は町の広報紙を拝見しま

した。おめでとうございます、熊野市との調定ができました。その中で、非常に私関

心を持ちましたのは、調定された書式の中のサインなんです。これどんな、筆を使わ

れましたか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 宗條総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） 協定書をどういった筆記用具を使ったということですけれども、こ

れはペンを使っております。これ当初は毛筆でということもあったんですけれども、

熊野市さんとの協議の中でペンを使わせていただきたいということがございましたの

で、同じ協定書ですので、そのように熊野町としてもペンを使わせていただいたとい

うことでございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 荒瀧議員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） ちょっと残念ですね。内閣の閣議書の中のサインも、花押もあれ書き

ますがね、筆を持ってあがっておりますよね。そういうことで、一つ一つファンをつ

くることでそこから輪が広がるわけです。

せんだって、加藤一二三さんの書を見にまいりました。やっぱり人柄で人を呼べると

思うんですが、決して上手とは思いませんよ。でも人柄が出るんです。ここから入っ

ていかないと、上手な絵は確かにいるんですが、個性的な字を求める。せっかくそう

いう協定を結んだんですから、熊野の筆文化、文字文化、ぜひ発信しなくちゃいけな

かったんじゃないでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 宗條総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） 繰り返しになりますけれども、熊野町は筆の産地ということで、町

長のほうもいろいろな署名については毛筆を使っておるということもございますので、

この協定の締結に際しても、熊野町としては毛筆を使わせていただくということを考

えているんだということは先方のほうに申し上げたところでございます。

熊野市さんもほかの市との類似の協定締結に当たって、恐らくペンを使われているん

だろうと思いました。そのことで、熊野市としてはペンを使いたいという申し出がご

ざいましたので、今回については熊野町も同様の対応とさせていただいたということ

でございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） いろいろな場面があろうかと思うんですが、これ以上言いません。た

だ、非常に大事なポイントがあるんですね。やっぱり熊野の魅力を出すと口で言っと

っても行動は違ったと。向こうの意向もあるけど、向こうはペン、こっちは書でいく

と。いろいろなやり方があろうかと思いますし、熊野市からあわせて三重県は伊勢も

ある、非常に口コミでまた広がる。わしも筆を始めたんでと、市長が言われる。また

広がります。ぜひ、ぜひこれを広めていただきたいと思います。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） よろしいですか。

沖田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○８番（沖田） 済みません、先ほどのところでちょっと押すのが遅くなったんですけど、

先ほど御答弁いただいた母子保健事業なんですけれども、不妊治療費等の助成金が増

額していることに関しての御答弁がなかったように思うんですが、よろしくお願いし

ます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 佛圓子育て・健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） 済みません、失礼しました。

不妊治療費のほうの助成金ですね。こちらのほうは例年１０件程度ということでそち

らを見込んでいましたが、こちらも今年度大幅にふえて、２７件の見込みとなってお

ります。今回、増額の補正をさせていただきました。済みません、失礼しました。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 沖田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○８番（沖田） 先ほども申し上げましたけれども、これについての要因とか調査などを

されているのかどうかをお伺いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 佛圓子育て・健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） こちら２件のあれですね。済みません、今回、未熟児

医療につきましては、２９年度についても一時的に件数が多かったということもあり

ます。なので、年によってばらつきがあるということはありますが、今年度、急にふ

えた原因、そこまでちょっとわかりませんが、ふえてる要因として考えられることは、

近年の医療の進歩というものが挙げられると思います。低体重で出産をされた方なん

かが適切な医療を受けることで助かる命、そういったものがふえていることも考えら
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れます。

それと、不妊治療のほうですが、これは平成２８年度からこの助成制度が始まってま

す。これは少子化対策の一環ということもあって、県なども積極的にＰＲをしてます。

そういうこともあって、そういう制度が浸透してきたということがふえてきた要因で

はないかと考えられます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかにございませんか。

山野議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） ３５ページの児童福祉施設入所委託事業なんですけど、母子自立支援

施設入所者の件数と、それからその理由をちょっと教えていただけますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 佛圓子育て・健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） 件数ですが、現在１件、対象があります。

この増額の理由なんですが、単価の改正ということがあって、４月にさかのぼってそ

れを適用するということもありますし、当初見込んでいませんでした被虐待児受け入

れ加算といったものも発生してきましたので、ここらあたりを加えたものです。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 山野議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） 近年、虐待に対する法律もできるということなんですけれども、そう

いったもので町内における虐待の事案みたいなものは何件ぐらいかあるんでしょうか。

御存じですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 佛圓子育て・健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） 虐待通告といえば、昨年度２２件ということで報告が
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ありました。今年度に入っても、ちょっと取りまとめはしてませんが、件数のほうは

出ております。それについては西部子ども家庭センターと連携をとりまして、対応に

当たっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 山野議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） 幼い命が亡くならないように、しっかりと頑張っていただきたいと思

います。よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 時光議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１０番（時光） ４５ページの町道深原公園線でございますが、２３２万５,０００円

ついておりますが、これちょっと地元の人も随分待ち望んでおられるんですけど、ち

ょっと工事がおくれとんじゃないかというお話もあり、今のところ何もかかっておら

れんですが、今後の計画といいますか、工程といいますか、ちょっと教えていただき

たいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 堂森建設部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部次長（堂森） この工事につきましては既に発注をしておりまして、今準備をし

ておるという状況でございます。今年度には橋梁下部２基を設置する予定でおります

けど、場合によっては繰り越しも必要かとは考えておりますが、今のところ準備を進

めているという、県ともあわせて実施ということで、水道等の切り回し等も加えたも

ので実施したいというように考えております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 時光議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１０番（時光） 今ちょっとお話がありましたが、瀬野呉線ですかね。これは県の事業
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でございますが、災害の関係で今工事がとまってるという状態ですが、これは、工事

のほうは今後どのような予定になっているかいうのは、県のほうからちょっとお話を

聞いておられれば教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 堂森建設部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部次長（堂森） 若干、通常事業ということでおくれておるということを伺ってお

ります。そこの中でも、これはもう当然手をつけておる、進んでおる事業ということ

なので、引き続きのものはどんどん発注してやっていくということで伺っております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかにございませんか。

沖田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○８番（沖田） ３５ページ、保育所運営事業の病児病後児保育事業負担金なんですけれ

ども、これみらい保育園に通っていない園児であっても預けることができるというこ

とを知らない保護者の方が大変多くいらっしゃいます。その辺も皆さんにこふでりん

ラインなどを使って周知していただければなと思うのと、この病児病後児保育事業、

毎年みらい保育園以外の園児の方が使われているのかどうか、わかれば教えてくださ

い。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 佛圓子育て・健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） 病児病後児保育の負担金ということなんですが、そう

ですね、みらい保育園のほうで使えるということ、確かにＰＲのほうが足りてないと

いうことですね。それについては今後もっと詳しくＰＲするように気をつけたいと思

います。

それと、あとみらい保育園に通ってなくても使える。済みません、失礼しました。こ

の予算の増額の理由なんですが、これは今回の分につきましては、近隣の病院等で運

営されてます病後児保育、病児保育、そちらのほうを利用する方のためのそういう負



－120－

担金ということで、近隣の市町のほうに負担をするものです。今回増額のほうをお願

いしたものです。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかにございませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） それでは、これをもって質疑を終結します。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「討論なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって討論を終結します。

これより議案第６８号について採決します。

本案については、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） 異議なしと認めます。

よって、議案第６８号については原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） これより日程第９、議案第６９号、令和元年度熊野町国民健康保険事

業特別会計補正予算（第２号）についてを議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 議案第６９号につきまして御説明を申し上げます｡

令和元年度熊野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）案につきましては、

既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ８４万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を２８億１,００４万１,０００円とするものでございます。

歳入予算の主な内容は、事業費の増加に伴う県補助金８４万５,０００円の増額でご

ざいます。

歳出予算の主な内容は、一般管理費におきまして、マイナンバーカードを国民健康保

険証として活用するためのシステム改修費８４万５,０００円を増額するものでござい

ます。

御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。沖田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○８番（沖田） このマイナンバーカードの取得率なんですが、熊野町では現在どのぐら

いになっているのか、お伺いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 立花住民課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民課長（立花） 現在、３,８００余り、パーセントで言いますと１６％余りの取得

率となっております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 沖田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○８番（沖田） 来年度に向けてマイナポイント制度が始まるんですけれども、このマイ

ナポイント制度を利用するためにはマイナンバーカードの取得が欠かせません。また、

マイナンバーカードを取得するだけではなく、マイキープラットフォームの中でマイ

キーＩＤを設定しなければこのポイントは付与されないということになっております

が、それに対しての、住民に対しての周知、また職員の研修などが行われているのか

どうか、お伺いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 立花住民課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民課長（立花） マイナポイントのＩＤ設定等でございます。これにつきましては、

今、ホームページでありますとか、広報のほうで今から皆さんのほうにお知らせする

予定としております。それから、これから各種イベント会場のほうでそのブースをつ

くりまして、その場所でＩＤ設定をするようなことも考えております。

それから、職員等への研修ということでございますけれども、それにつきましても、

今プロジェクトチームのようなものをつくりまして、準備を進めているところでござ
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います。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかにございませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって質疑を終結します。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「討論なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって討論を終結します。

これより議案第６９号について採決します。

本案については、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） 異議なしと認めます。

よって、議案第６９号については原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） これより日程第１０、議案第７０号、令和元年度熊野町公共下水道事

業特別会計補正予算（第２号）についてを議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 議案第７０号につきまして御説明申し上げます｡

令和元年度熊野町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）案につきましては、既

定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１１３万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を７億９,３８５万３,０００円とするものでございます。

歳入予算の内容は、公共下水道整備費の歳出増額に伴う一般会計繰入金１１３万４,

０００円の増額でございます。

歳出予算の内容は、一般管理費において９８万円の増額、公共下水道整備費において

１５万４,０００円を増額するものでございます。いずれも人件費の調整によるもので

ございます。

御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○議長（大瀬戸） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって質疑を終結します。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「討論なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって討論を終結します。

これより議案第７０号について採決します。

本案については、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） 異議なしと認めます。

よって、議案第７０号については原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） これより日程第１１、議案第７１号、令和元年度熊野町介護保険特別

会計補正予算（第３号）についてを議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 議案第７１号につきまして御説明申し上げます。

令和元年度熊野町介護保険特別会計補正予算（第３号）案の保険事業勘定につきまし

ては、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ８５万３,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を２２億６,５５２万７,０００円とするものでございます。

歳入予算の内容は、第３款・支払基金交付金では、地域支援事業支援交付金３５万７,

０００円を減額、第４款・国庫支出金の第２項・国庫補助金では、地域支援事業交付

金の減額や保険者機能強化推進交付金の増額により２２１万６,０００円を増額、第５

款・県支出金の第２項・県補助金では、地域支援事業交付金５０万３,０００円を減額、

第６款・繰入金の第１項・一般会計繰入金では、地域支援事業繰入金５０万３,０００

円を減額するものでございます。

歳出では、第２款・保険給付費において、施設介護サービスなどの利用者の増減に伴

い、各サービス等に係る給付費を増額・減額するものでございます。第３款・地域支

援事業費の第１項・一般介護予防事業費１３２万４,０００円の減額及び、第２項・包
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括的支援事業・任意事業費１７４万９,０００円の減額につきましては、人件費の調整

等によるものでございます。第４款・基金積立金の第１項・基金積立金につきまして

は、保険料余剰金３７２万６,０００円を増額するものでございます。第５款・諸支出

金の第１項・償還金及び還付加算金につきましては、平成３０年度分の保険料還付金

２０万円を増額するものでございます。

御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって質疑を終結します。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「討論なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって討論を終結します。

これより議案第７１号について採決します。

本案については、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） 異議なしと認めます。

よって、議案第７１号については原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） これより日程第１２、議案第７２号、令和元年度熊野町上水道事業会

計補正予算（第２号）についてを議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 議案第７２号、令和元年度熊野町上水道事業会計補正予算（第２号）案

につきましては、収益的収入予定額を１４万円減額し、総額を５億４,２４７万９,０

００円とし、収益的支出予定額を２９６万７,０００円増額し、総額を４億９,８３６

万１,０００円とするものでございます。

内容といたしましては、人事異動及び人事院勧告に伴い人件費の調整を行うものでご

ざいます。
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御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって質疑を終結します。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「討論なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって討論を終結します。

これより議案第７２号について採決します。

本案については、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） 異議なしと認めます。

よって、議案第７２号については原案のとおり可決されました。

暫時休憩します。

再開は１３時３０分とします。

（休憩１１時１５分）

（再開１３時３０分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 休憩前に引き続き、会議を再開します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 議長、動議でございます。今後の議事進行停止をお願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 暫時休憩します。

（休憩１３時３０分）

（再開１３時３０分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 動議が今、荒瀧議員から出されましたけれども、その内容を説明して

ください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○１２番（荒瀧） このたび発議で町議会議員の定数に関するものが出ております。私ど

も、２期目以上の方は８年間にわたり議論をしてまいりました、特別委員会。その最

初の委員長が議長です。２回目が山野副議長です。結論的にいえば、現状で行こうと

いう結論になっておる、こういう共通認識でおります。それが、こういう形で一気に

議案として上がってくる。これは議会の民主主義が成り立っておらないと。

１年生４人いらっしゃいますが、過去８年間の議論もどの程度正しい情報を伝えてら

っしゃるかわかりません。改めてもう一度共通認識、議員１６人、必要かと思います。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 荒瀧議員、その動議の内容は今わかったんですが、どういった動議で

しょうか。何を要求されているのかということです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） この発議の内容を私ども議員１６人、もう一度共通認識を持たせてい

ただきたいと。だから、発議者もですが、賛同されてらっしゃるそれぞれのメンバー

の方の賛同の同意も聞きたい。過去の特別委員会での議論も踏まえてですよ。これが

一気に反転するというのは、私ども８年間議論した意味がないと存じます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ということは、この日程１３の発議第２号につきまして、提出を延期

するというような動議ですか。

荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 審議を停止していただきたいと。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 済みません、もう一度。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 審議の停止です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 審議の停止の動議。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 審議を進めないでください。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 審議の停止の動議ですね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） そういうことでございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） わかりました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 本来は、もう一度そういう特別委員会の中で結論が出たものがここに

出てくるべきでございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 暫時休憩します。

（休憩１３時３３分）

（再開１３時３３分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） もう一度、荒瀧議員にお伺いします。この発議第２号に関しての撤回

ということでよろしいですか、の動議ということでよろしいですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） いえ、審議の停止です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 審議の停止。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） もう一度皆さんで議論いただいて、提出すべきものなのか。私は提出

すべきものでないと思います。特別委員会を経て、過半数とって、やはり減らすとい

う議論になれば当然正々堂々とこういうふうに出せますが、今まで過去８年の議論で

は、こういう議論は一切ないんです。ただ、そういう思いでいらっしゃる議員はおら

れましたが、それはまだ過半数ではございませんでした。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 暫時休憩します。

（休憩１３時３４分）

（再開１３時３６分）
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 会議を再開します。

ただいま荒瀧議員から審議の停止の動議が提出されました。この動議は会議規則第１

４条の規定により、発議者のほか１人以上の賛成者が必要です。賛成者はありますか。

（「賛成します」の声あり）

○議長（大瀬戸） わかりました。

賛成者がありますので、この動議は成立しました。

お諮りします。本件につきましては、日程に追加し、追加日程第１として直ちに議題

としたいと思いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） 異議なしと認めます。

よって、審議の停止の動議を日程に追加し、追加日程第１として直ちに議題とするこ

とに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） これより追加日程第１、発議第３号、審議の停止についてを議題とし

ます。

提案者からもう一度提案理由の説明を求めます。荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 御採用いただきまして、まことにありがとうございます。

議会制民主主義に命をかけてこの御提案をいたしました。私ども議会、議会人として

何をすべきかというのを常々８年間、議論してまいりました。往々にして定数が多

い・少ない、報酬額が高い・低いと、そういう議論のほうが先走りまして、中身が議

論されておりません。議員は立候補すれば当選するわけでございますが、人間的な資

質、人格、教養、大変大事でございます。執行部から出る議案をしっかり議論し、ビ

ジョンをもって町政を、議案を可決しなくちゃいけない資格があるわけでございます。

そんな中、第１回目の特別委員会、今の議長、大瀬戸委員長がされました。そのとき

も報酬と人数のことにこだわられました。結局流れました。現状維持でございます。

２回目、山野副議長でございました。これは多面にわたりました議論です。膨大な資

料になりました。財政再建のものから。収拾がつかなくなりました。

ある議員から、人口が２万人切るまでは現状でやっていこうじゃないかと。一生懸命
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汗をかいて、熊野のビジョン、町長にはできないことをわしらが肩がわりせにゃいけ

ん。今こそ災害の後、チャンスなんです。待つ余裕はないんです。高齢化、少子化、

大変な問題を抱えております。表面だけやったような格好をしとったらだめなんです。

そういう議論をすべきなのに、この４月の選挙明け、過半数をとられたようなふうで

ございますが、中身は見えませんが、役職をそれぞれとられました。全く活動がござ

いません。やはり役職をとっても能力がない人がなると議会は運用できないです。そ

れは町政も一緒かもわかりません。

そんな中、今回、突拍子もないこういう議案が出てくる。私が知ったのは、これが出

てきてからでございます。大方６人の方は知らない。９人だけ固めたら勝ちだと。ぜ

ひ議会運営委員会でどういう議論になったか。議長もこの発議をどうして受けられた

のか。ぜひ伺いたい。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ただいま説明がございました。

これより質疑を行います。質疑はございませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって質疑を終結します。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「討論なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって討論を終結します。

これより発議第３号について採決します。

この採決は起立によって行います。

本案については、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（大瀬戸） 起立少数と認めます。

したがいまして、発議第３号については否決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○９番（片川） 議長、今の質問に対して議長は答えられとらん。なぜこれを受理したか

いうことを答えてない。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○議長（大瀬戸） 片川議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○９番（片川） 答えておられない。ちゃんと答えるべきではありませんか。そして、改

革委員会。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 起立してお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○９番（片川） 特別委員会の委員長をされて、その答申は頭の中に入っとられますか。

今回発議された山野議員が特別委員長として、議会に対して、議会から付託を受けた

もの、議会に対して答申をした、そして町民に発した、この答申を議長、覚えとられ

ますか。覚えとられながら、なぜこれを受理された。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 暫時休憩します。

（休憩１３時４１分）

（再開１３時４５分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 休憩前に引き続き、会議を再開します。

これより日程第１３、発議第２号、熊野町議会議員定数条例の一部を改正する条例案

についてを議題とします。

提案者から趣旨説明を求めます。山野議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） １４番、山野でございます。

発議第２号。

令和元年１２月１０日。

熊野町議会議長 大瀬戸宏樹様。

提出者、熊野町議会議員 山野千佳子。

賛成者、同上 民法正則。時光良造。竹爪憲吾。尺田耕平。中島数宜。光本一也。福

垣内邦治。水原耕一。

熊野町議会議員定数条例の一部を改正する条例案について。

上記の議案を別紙のとおり地方自治法第１１２条及び会議規則第１４条の規定により
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提出いたします。

この趣旨説明をさせていただきます。

これまで議会としてさまざまな議会改革に取り組んでまいりましたが、今後の情勢と

して少子高齢化がますます進み、今月においても人口はもう既に２万４,０００人を切

りました。このＩＴの時代に、地域選出の議員でなく、町全体の代表議員としての２

名削減でも十分活躍できると、いただける時代だと思っております。また、災害の復

旧、復興にもまだまだ時間と財源も必要なとき、議員みずから負担は重くなると思い

ますけれども、十分機能できると、今回この発議をさせていただきました。

よろしく御審議のほどお願い申し上げます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 以上で趣旨説明を終わります。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。

中原議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１５番（中原） 私も長いこと議員をやって、３０年ありがとうございました。

この先ほど荒瀧議員が言われたように、４年と、８年もかけて議会改革運営委員会で

やってきたんですが、ただそのときに２万人になったら考えようじゃないかというこ

とだったんですよ。それで、今山野議員が提案されたんですが、何でこのたびに提案

されたんかちょっとわからないんですよね。ただ、数がそろいさえすりゃええんじゃ

ないんかいう形で提案されたんかと思うて、ちょっと聞いてみたいんですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 山野議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） ３年前ですかね、特別委員会で報告を一応出しました。そのときには

１６名の議員がいらっしゃって、削減も報酬も現状維持ということになったんですけ

れども、今回、新しく４人の新人議員が出られまして、それらが削減の趣旨をもって

議員として活躍したいということで、そういう話がありまして、今回提出させていた

だきました。

それから、発議に対して、特別委員会でないからやってないから発議ができないとい
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うことはありません。１６年前にも議会議員の削減のときに、２０名から１６名にな

ったときに、特別委員会を持たずして各議員の署名をもって１６名に削減したことも

ありますし、先日、町内の小学校、中学校におけるエアコンの導入ということに対し

ても、特別委員会があったわけでもなく、署名でもって出されたこともございます。

だから、特別委員会で検討すべきということでもないと思います。こういう発議のや

り方もあるのではと思っております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかにございませんか。中原議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１５番（中原） どうもようわからんのですが、４年も８年もかけてやってきたのに、

何でどうかいう。それと１６人にしたときには私は議長だったです、ちょうど。ちょ

うど議長だったんで、そのときに、発議があったときに根回しをしながら、ちょっと

待ってくれと。それで次の議会、次の議会で、大方１年近く、１年もせんかったんで

すが、近くの間に根回しをしながらやってきたと思います。そういうことで、このた

びはどうも強引過ぎるというか、ちょっと汚いというか、いうような感じがします。

そういうことで、もう一回、もう一回聞きたいんです。ちょっと私の感覚とは違うん

で。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 山野議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） 前の特別委員会の委員長をやってたときに、自分の趣旨としては削減

の気持ちでずっと通してきたと思います。ただ、数でいくとそれが通らない情勢だっ

たので、それは皆さんの合意のもとにやったんですけれども、今回、新しく出られた

方たちの意見も踏まえ、今まであったほかの議員の声も聞きながら、今回提出させて

いただきました。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 中原議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○１５番（中原） じゃあ今度から数があれば何でもやるという意味でとっていいという

ことですね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかにございますか。答弁要りますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１５番（中原） 要りますよ。聞きたい。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 山野議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） 私は議員としての役割というか、考え方で行動しておりますので、こ

れが数でいってるから、そういう意味で言われるのはちょっと心外だと思います。私

は信念のもとにこれを出させていただいたので、ということです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかにございますか。沖田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○８番（沖田） 先ほど荒瀧議員もおっしゃいましたけれども、我々議員１６人は、住民

から付託を受けて住民代表として議会に送り込んでいただいております。このたびの

発議につきましては、新しい議員４名とお話をされたということではございますが、

１６人では一度も話をされておりません。これが議会制民主主義に反すると私は思い

ます。

１６人の代表一人一人が住民から付託を受けているのにもかかわらず、一部の議員の

みだけでお話をされて事を進めるというのは、完全に民主主義に反しており、話に入

れなかった議員というものは、住民から貴重な１票をいただいて議会に送り出してい

ただいているにもかかわらず、無視をされたという形になっております。一度は１６

人全員で話し合いを持たれるべきだと思いますが、いかがでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 山野議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） 今の６人の残りの、残りいうたらあれですが、声をかけていただけな

かったというのは、もう既に何度もお聞きしておりますので、これ以上言っても恐ら
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く合意には達しないだろうという思いもありました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 質問はほかにございますか。

諏訪本議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○７番（諏訪本） 先ほど説明されたんですけども、町全体の役割を減にしても、人数を

減らしても十分な役割を果たせるというように言われたんですけども、この定数減の

目的ですよね。何が目的なのか。そこは役割が果たせるから減なんだと。いや、そう

じゃなしに、減の２、今１６から１４という、２の減の案が出ておりますけども、な

ぜ２減なのか。その目的、これを聞かせてもらいたいというように思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 山野議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） それは先ほど趣旨説明のところで申しましたので、二度同じようなこ

とは申しません。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 諏訪本議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○７番（諏訪本） よくわからない。具体的なことがよくわからない。なぜ定数の減なの

か。そこのところを明確にお願いしたいというように思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 山野議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） 昔は２０人で熊野町、かなりの広いところで交通の便も悪く、情報網

も非常に少なかったと思いますけれども、現在のようにＩＴの時代で、そして端から

端まで行っても車で１０分のところの場所で、１６人が右往左往するよりかは、１４

名にして、しっかりと皆さんの声が聞こえる時代だと思っております。それで、経費

も削減され、その残ったお金で事業ができればというので、議員みずからも身を削る

所存であって、今回出させていただきました。

以上です。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 諏訪本議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○７番（諏訪本） 私はより多いほうがより多くの人とのかかわり合いも持って、そりゃ

ＩＴ等の活用もあるかもわかりませんけども、より多くの町民の皆さんの声を行政の

ほうへ、我々の仕事として、我々の議会、議員の役割は何なのかということを考えた

ときに、町民の皆さんの声をいかに行政のほうに反映させるか。これが我々の大きな

仕事のうちであります。また、もう一つは、執行部のほうから提案された議案等に対

して、しっかり我々は点検チェックをする、これが我々の仕事だと思っております。

そういう意味で、減については私はかつてからずっと反対してきとるんですけども、

それは例えばもし経済的な理由があるんなら、けさの会議では特別職の方々の給与の

増についたり、あるいは我々についても含めた給与の増がありましたけども、それは

いろんな方法で、例えば議員の給与を減らして、１６人のより多くの声を行政執行部、

あるいは町民の声を行政のほうにはね返らすべきではないかなというふうに私は考え

ておりますが、そこら辺についてはいかがでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 山野議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） 水かけ論になるので、済みません。討議のほうを行っていただきたい

と思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 山野議員、答弁をお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） 見解の相違で、私は十分１４人でできると思うからこれを提出させて

いただいたので、１６人で十分だと思っております。１４人で十分だと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 諏訪本議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○７番（諏訪本） １４とか１６で、それじゃあ声が反映するとかしないとか。ただ、私

が言っておるのは、現在まで１６でやってきて、それを１４にする、その根拠といい



－136－

ますか、そこら辺がよく見えない。本当にやはり、先ほどから言っておりますように

町民の皆さんの声を反映したり、あるいは我々執行部でも、特に私はこれまで定数に

ついて言ってる一つの根拠というんですか、考え方として、委員会の活性化というこ

とを私は申し上げてきました。ただ、今委員会が、一つの委員会が５、５、６なんで

すね。３つの委員会がですね。５でも実際には少ないのに、これがこのままいくと５、

５、４になる。これでは今現在でも委員会が十分な機能を果たしていません。私は委

員会が一つのやはり執行部のほうに対していろんな働きかける。個人で働きかける方

法もありますが、議会としてはやはり委員会を通して執行部のほうに物を申したりと

か、いろんな意見を言ったりとか、ともに協議したりとかいうことが必要なんではな

いかなと思っております。

この委員会制度を考えたときに、やはりもう５、５、４になってしもうたら解体して

しまう。そしたら２つにすればいいじゃないかと。あるいは１つにすればいいじゃな

いかと。こうなったらもう議会での委員会制度ということは、もうほんと不要になっ

てしまう。そんな議会であっていいのかなということも私は思っておりますが、いか

がでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 山野議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） 常任委員会の運営の仕方にはいろいろあると思うんですけど、今まで

は４つの部会に分かれてやっていたことが、今回は３つの部会に、常任委員会でやっ

ておりますが、これの人数が足りなくなるなら、それを２つに分けてもいいですし、

重なった常任委員会の委員構成であっても十分だと思っておりますので、忙しくなる

のは当たり前だと思いますけれども、やれないことはないと思います。で、１４名で

やっても大丈夫だと思っております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 諏訪本議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○７番（諏訪本） 私もほんと繰り返しというんですか、なってしまいますけども、ほん

とにやはり今、先ほど言いましたように、例えばいろんな全部のことを執行部から提

案されることを全部委員会で協議をして、それから本会議に出ると、これは不可能だ
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と思っております。ただ、いろんな大きなことに関してはやはり委員会でしっかり協

議して、長期間、いろんな執行部のほうとも協議をしながら、そして一つの町民の声

を反映させる、そういうような方向が私は必要なんではないかなと思っております。

そういう面では、今現在でも機能してない、してないといったら失礼かもわかりませ

んけども、機能してない委員会をより機能させることが必要だという判断に立ってお

りますから、それをさらに縮小したり、あるいは２つにする、あるいは１つにすると

いうようなことになってしまったんでは、ますます我々町議会議員としての役割、こ

れが果たせなくなってくると私は思っております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 山野議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） 答弁はありません。同じような意見になりますので。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 今の御意見は討論のほうに近いかと思います。討論でまたお願いした

いと思いますが。

ほかにございますか。片川議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○９番（片川） 重なるんですが、特別委員会で委員長を受けられたと。受けられて答申

を出された。その答申とは全く違う、真反対の発議を上げておられる。それで、特別

委員会、発議に対して特別委員会は必要ない、おっしゃるとおりですよ。普通の発議

ならですね。今、エアコンの話も出ましたが、エアコンと特別委員会、一切関係ござ

いません。なぜ特別委員会という声が上がっているのか。委員長を受けられたんです

よ。それも３年前じゃないですよ、３０年に議会に、そして町民に答申を出されとる。

その答申と全く違う発議をいきなり出すというのは、ちょっとこれ議会軽視でもあり、

他の議員軽視でもあり、物が違うと思われます。なぜ今こういう形で発議を出された

のか、非常にわかりません。

いいですか。特別委員会の委員長ですよ。委員長が議員全員の意見を委員長としてま

とめて町民に発した、これと全く違うことを、同じ協議内容のことを全く違う形で。

特別委員会、何じゃったんですか。議会の特別委員会というものはどういう位置にあ



－138－

るんですか。全くもって無視した発議をぽんと出されるというのが、議会軽視ですよ。

ほんなら一切、人数さえそろえば議会で議論することもない、特別委員会で議論する

こともない、そんなばかは議会があるんですか。委員長さんですよ。その答えを求め

ます。どういう思いで全く違う方向性のことをいきなりやられたか。

この特別委員会がなかったんであれば、されても構いませんよ。この定数削減の発議

がどうこういうんじゃございません。中身に関してはですよ。勘違いされたら困りま

す。特別委員会を、そのことに対しての特別委員会の委員長として取りまとめをし、

発したことと全く逆のことを急にやるというのがこの特別委員会はどうなのかという

ことを言うとるんです。発議に対して特別委員会が要るか、要らないかという議論は

してない。お伺いしたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 山野議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） 先ほども申し上げたとおり、特別委員会の委員長であっては、その委

員会のまとめ役としては皆さんの意見をしっかりお聞きして、それを皆さんで諮りま

した。私の個人としての意見としては、ずっと議会議員となってから議会の議員削減

をずっと考えておりましたので、別に私自身が表裏一体になったというわけではござ

いません。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかにございますか。片川議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○９番（片川） 議員活動として、自分の信念を持ってやっとる言われるんであれば、議

員活動じゃったんじゃないですか、議会改革委員会というのは。そのことの委員長を

受けられたんじゃないんですか。そんな考え方なら受けられにゃいい。無責任である。

委員長として、そのときも発議が出てましたね。発議を出そうとするもとに、発議に

基づいて特別委員会をつくったわけですよね。この議会の流れを全く無視するってど

ういうことですか。そういう考えの方なら委員長を受けるべきでない。委員長として、

委員長も議員活動の一環じゃないんですか。その中での取りまとめをやった。取りま

とめをやって、答申を出した。全然物が違やしませんか。まずそういうことをやって
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きた、大瀬戸議長のときから８年間やってきた中で、それを継続して、自分が出した

いんであれば、仮にも委員長をやった責任において、まず議会の中で話し合うべきで

すよ。話し合いもせずに、まずその話し合いのもとにまた同じじゃったと、これはど

うでもこうでも発議させてもらおうという流れならわかりますよ。８年間やってきた

特別委員会。そこに今おられる今期からの４名にはそのことは一切御存じない。議員

削減である、定数削減である、報酬削減である。形のええことじゃございましょうが

ね、その裏に何があるのか。町民の利益と不利益。そうしてここへおる１６人の中で、

４人、議論してきたことを知らないまま、私も１年生でしたら書きますよ。形のええ

ことは報道じゃあ書いてあります。町民の利益不利益をもっとしっかり考えて、だか

ら８年間、前に進まなかった。それが本来のうちの議会の姿じゃないですか。堂々め

ぐりだから、こういう答弁しか返ってこなかった。議運でもちゃんと協議して発する

べきだということを私は申し上げましたが、どうせ堂々めぐりだから、こんなばかな

議論があるんですか。こんなばかな議会があるんですか。

特別委員会、これ何ですか、熊野町議会において。お答えいただけますか、議長も含

めて。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） この発議第２に対しての質問ですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○９番（片川） そうですね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 山野議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） 特別委員会のことについて言われますけれども、特別委員会を立ち上

げたときに、発議の発端から特別委員会をつくろうとしたときに、議員削減に対して

は議論するならこの特別委員会はする必要がないという意見がありました。そうでし

たよね。それで、その議員削減を省いた報酬、あるいはその他の改革の話で進めてい

ってまとめたと思います。現状維持という形でなったと思います。だから、そういっ

た議員削減に関する議論はそのときはしておりませんでしたね。

（「しとるよ」の声あり）

いやいや、やろうと思ったら、もうその話だったらこれやめえという話だったんじゃ
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ないですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 片川議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○９番（片川） 記憶で物を言うても、ええかげんなことになりますから、この程度でし

ょう、私が記憶しとるのは、定数及びということが入っておりました。それが条件で、

あれを変ええいうことも私は言いましたね、特別委員会の中で。全般的に考えましょ

ういうことを。変えることはできませんいうことでした。事務局、資料を出してくだ

さいよ。定数削減等ですよ、定数等、定数等というのは明らかに入っておりましたよ。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） それは質問でしょうか。質問ですか、片川議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○９番（片川） 質問ですよ。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 答弁のしやすい質問をしていただけませんか。片川議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○９番（片川） それじゃあ、質問じゃなくして、答弁がおかしいということです。いい

ですか。熊野町議会議員定数等調査検討特別委員会最終報告書というのが３０年に出

ております。これ委員長がおっしゃることと全然違うじゃないですか。

質問をせい、質問せいということでしょうけどね、質疑ということでしょうが、答弁

に対しておかしいことはおかしいと言わせてもらわにゃいかん。みんなに周知しとか

にゃいけん。うやむやにね、適当な答弁をされてね、それをさらっと流すわけにはい

きません。これは大きな町民の財産のことにかかわる発議ですから、言うべきことは

言わせてもらわにゃいかんし、答えられることはちゃんと答えていただかにゃいけん。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 山野議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） ちょっと記憶違いでした。等が入っておりました。削減等があったか

ら、特別委員会がされた、しました。ということです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○議長（大瀬戸） ほかに質疑ございますか。

山吹議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１３番（山吹） 反対討論のときに言わせてもらおうと思ったんですけども、ちょっと

私が定数等調査検討委員会から答申を受けた立場から話をさせていただいたらと思い

ます。

どちらがよいかわかりませんけども、定数等調査検討委員会の委員長の山野議員から、

昨年、平成３０年３月３０日、まとめとして報告をされ、議長宛てに答申をされまし

た。その内容、理由は、議員定数については現状のままで、議会がステップアップし

ながらやっていけばよい。また、常任委員会を７名から８名にし、活性化させること

を検討する。また、人口が２万人を切る状況になれば、再度熟考することとし、人口

維持に努力しながら、若い世代を育てていく。議員報酬については、現状維持とする

と報告がありました。それがなぜ努力もしないうちに、このたびの発議でしょうか。

議員を軽視しているのではないかと思います。委員会も９回開催されております。新

しい４人の議員さんからの発議ならわかりますが、９回の定数等調査検討委員会は何

だったのでしょうか。委員会が必要ないように思います。もう少し努力したらどうで

しょうか。もっと議員一人一人を尊重しながら、お互いがしっかり考え、判断を誤ら

ないような議員として、責任と自覚を持って頑張りたいものです。議員皆さんの努力

に期待しております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 山野議員、答弁ございますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） ありません。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 質疑もほぼ同じ内容ではないかと思われますので、ありますか。

荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） さまざま聞きたいことがたくさん出ております。山野議員の個人の議

員の判断と議会の判断が混雑されてます。どちらかというと個人のウエートが高過ぎ
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ますが、これは御自分は自覚されてらっしゃいますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 荒瀧議員、マイクのそばでお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） その１点。もう一つ、１４人でやっていける、それは具体的にどうや

ったらやっていけるか、出してください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 山野議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） それは今後に検討されていただきたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかにございますか。

（「質疑なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） ないようでしたら、質疑を終結します。

これより討論を行います。討論はありませんか。山吹議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１３番（山吹） 先ほど申しましたことですが、反対討論をさせていただきます。

定数等調査検討特別委員長の山野議員から、再度申しますけども、昨年、平成３０年

３月３０日にまとめを報告され、議長宛てに答申をされました。答申を受けた立場か

ら言わせてもらいますけども、その内容、理由は、議員定数については現状のままで、

議会がステップアップしながらやっていけばよい。また、常任委員会を７から８名に

し、活性化されることを検討するという報告。また、人口が２万人を切る状況になれ

ば、再度熟考することとし、人口維持に努力しながら、若い世代を育てていく。議員

報酬については現状維持とすると報告がありました。それがなぜ努力もしないうちに

このたびの発議でしょうか。議員を軽視しているのではないかと思います。委員会も

９回開催されております。新しい４人の議員さんからの発議ならわかりますが、９回

の定数等調査検討委員会は何だったのでしょうか。もっと議員一人一人を尊重しなが

ら、お互いがしっかり考え、判断を誤らないように、議員として責任、威厳を持って

頑張りたいものです。

以上です。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 賛成の討論はございますか。

時光議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１０番（時光） ただいま討論に付されました熊野町議会議員定数条例の一部を改正す

る条例案、議員定数を１６から２減とし、１４とする発議に対しまして、賛成の立場

から討論いたします。

当町におきましては、先ほど発議者から御意見もありましたように、人口減に加え、

少子高齢化が進んでおります。社会保障費も増大の一途をたどっております。さらに

昨年の豪雨災害による復興、復旧も道半ばでございます。そして、東部防災センター

を初めとする新しい防災、そして減災計画においても、町財政を圧迫しております。

町としても積極的に行財政改革に取り組んでおられますけど、現在、熊野町は過去に

経験をしたことのない状況に差しかかっております。

そうした中で定数を削減するというのは確かにマイナス要因もございますけど、議員

一人一人が町民の皆様のためにという志をもってみずからを研さんし、資質を高め、

民意をいかに反映するかという基本理念において行動すればクリアできることだと思

います。今こそ議員みずからが身を切る議会改革が必要と思っております。

以上の理由により、本議案に賛成いたします。議員の皆様の賢明な判断を求め、討論

を終了いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 反対の立場からの討論ございませんか。諏訪本議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○７番（諏訪本） １４にしても、個人個人がしっかり研修をして、力をつけてやってい

くということですが、それはやはり先ほどしゃべられたようにやっぱりマイナス要因

なんですね。だから、それはやはりマイナス要因は避けたほうがいいというのは私の

考えでございます。

さっきの委員会の運営にかかわってもそうなんですけども、１６であっても、先ほど

ちょっと言い忘れたんですが、我々の給与を減らしてでも１６の人数を確保して、経

済的なことが理由であるんなら、そういったような覚悟をして１６を確保すべきでは

ないかというように私は思っております。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかに討論はございませんか。荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 皆さんも御存じのように、賛成討論と反対討論が同じ土俵でやってお

ります。こっちから見れば賛成、こっちから見れば反対と。こういう状態でございま

すので、採決延長の動議を上げます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 討論ではございませんか。

暫時休憩します。

（休憩１４時２１分）

（再開１４時２２分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 今討論中でございます。この討論中に動議は出せません。荒瀧議員、

よろしいですか。反対の討論でありましたらお聞きします。どうでしょう。いいです

か。

ほかに討論ございますか。

（「討論なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） これをもって討論を終結します。

これより発議第２号について採決します。

この採決は起立によって行います。

暫時休憩いたします。

（休憩１４時２３分）

（再開１４時２４分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 荒瀧議員、発言を認めます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 採決の前でございますので、再度、採決停止の動議を出させていただ

きます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） このタイミングでの動議は認められません。よろしいですね。
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討論を終結します。よろしいですね。

暫時休憩します。

（休憩１４時２４分）

（再開１４時２４分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） この採決は起立によって行います。

本案につきまして、賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（大瀬戸） 起立多数と認めます。お座りください。

したがいまして、発議第２号については原案のとおり可決されました。

以上で本日の日程は全て終了しました。

それでは、本日はこれにて散会といたします。

お疲れさまでございました。

（散会１４時２５分）
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上記の記録の内容が正確であることを証するため署名する。

熊野町議会議長

署名議員

署名議員

署名議員


